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は
じ
め
に　

乗
っ
取
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
？

　

二
〇
二
〇
年
六
月
に
日
本
で
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
一
頁
上
下

二
段
組
で
本
文
四
〇
〇
頁
ほ
ど
も
あ
る
が
、
刊
行
月
中
に
五
回
以
上

増
刷
さ
れ
て
お
り
売
れ
行
き
は
好
調
の
よ
う
だ
（
ち
な
み
に
、
本
稿

執
筆
時
点
のA

m
azon

売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
本
二
二
七
位

＝
外
交
・
国
際
関
係
四
位
）。

　

本
書
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
中
国
共
産
党
政
府
の
深
謀
遠
慮

（
陰
謀
）
に
よ
り
、
米
豪
協
調
関
係
が
分
断
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

最
終
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
中
国
と
の
協
力
関
係
（
同
盟
）
を

強
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
中
国
の
従
属
国
（
朝
貢
国
）
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
だ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
大
変

危
険
な
状
態
に
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
究

極
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
大
切
に
し
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
（
自
由
と
民
主
主
義
＝
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値
）
が
抑
圧
さ
れ
、
中
国
の
非
リ
ベ
ラ
ル
独
裁
的

な
政
治
文
化
に
乗
っ
取
ら
れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

ク
ラ
イ
ブ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（Clive Charles H

am
ilton

）
は
一

九
五
三
年
生
ま
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
著
名
知
識
人
。
応
用
哲

学
・
公
共
倫
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
で
公
共
倫
理
の
教
授
を

し
て
お
り
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
タ
ー
ト
大
学
で

は
公
共
倫
理
学
部
副
学
部
長
を
務
め
た
人
物
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
や
イ
エ
ー
ル
大
学
な
ど
で
も
臨
時
講
師
を
し
て
い
た
。
ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
気
候
変
動
局
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
所
（T

he A
ustralia Institute

）
の

創
設
者
で
も
あ
り
、
元
事
務
局
長
で
あ
る
。
彼
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
メ
デ
ィ
ア
に
定
期
的
に
出
演
し
て
公
共
政
策
に
関
し
て
意
見
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・

ア
ー
ツ
・
フ
ェ
ロ
ー
（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
の
称
号
を
持
ち
、
二
〇
〇
九
年

六
月
に
は
「
公
開
の
席
で
な
さ
れ
た
主
張
や
提
示
さ
れ
た
政
策
、
と

く
に
、
気
候
変
動
、
持
続
可
能
性
お
よ
び
社
会
変
動
の
分
野
に
お
け

る
貢
献
」
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
勲
章
（
Ａ
Ｍ
）
を
授
与
さ
れ

て
い
る
。
本
書
以
外
に
もG

row
th Fetish, R

equiem
 for a 

Species: W
hy W

e R
esist the T

ruth A
bout Clim

ate Change

ク
ラ
イ
ブ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
著

（
山
岡
鉄
秀
監
訳
・
奥
山
真
司
訳
）

『�

目
に
見
え
ぬ
侵
略 

―
―
中
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
配
計
画
―
―
』

紹
介
と
批
評
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そ
し
てD

efiant E
arth: T

he Fate of H
um

ans in the A
nthro­

pocene

な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
気
候
変
動
に
つ
い
て
は
、
気
候
変

動
否
定
論
者
を
批
判
す
る
立
場
に
立
つ
が
、
気
候
変
動
の
も
た
ら
す

未
来
に
つ
い
て
は
悲
観
的
で
あ
る
。
ま
た
大
衆
消
費
社
会
の
将
来
に

つ
い
て
も
悲
観
的
で
あ
る
。
今
回
は
、
中
国
と
の
経
済
関
係
強
化
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
将
来
を
明
る
く
す
る
と
考
え
る
楽
天
的
な
人
々

（
チ
ャ
イ
ナ
ロ
ビ
ー
）
を
批
判
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
中

国
に
乗
っ
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
警
告
す
る
。
二
〇
〇
九
年
一

〇
月
二
三
日
の
連
邦
議
会
補
選
で
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
ヒ
ギ
ン
ズ
選
挙
区

か
ら
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
緑
の
党
」
の
立
候
補
者
と
し
て
出
馬
し
、

他
の
九
人
と
争
っ
て
得
票
率
で
第
二
位
と
な
っ
た
も
の
の
あ
え
な
く

落
選
し
て
い
る
。

内
容
紹
介　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
乗
っ
取
り
の
方
法

　

本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
語
版
へ
の
ま
え
が
き

序第
一
章　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
紅
く
染
め
る

第
二
章　

�

中
国
は
世
界
に
お
け
る
自
国
の
立
場
を
ど
う
見
て
い
る

の
か

第
三
章　

僑
務
と
華
僑

第
四
章　

黒
い
カ
ネ

第
五
章　
「
北
京
ボ
ブ
」

第
六
章　

貿
易
、
投
資
、
統
制

第
七
章　

誘
惑
と
強
要

第
八
章　

新
旧
の
ス
パ
イ

第
九
章　
「
悪
意
あ
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
」
と
科
学
機
関

第
一
〇
章　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
「
魂
に
工
作
す
る
」

第
一
一
章　

文
化
戦
争

第
一
二
章　

中
国
の
友
人
：
親
中
派

第
一
三
章　

自
由
の
価
格

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿
易
相
手
国
の
ト
ッ
プ
の
地
位
を
日
本
が
一

九
六
〇
年
代
後
半
よ
り
独
占
し
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
一

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
と
う
と
う
中
国
に
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
て
い

る
。
本
書
の
扱
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
変
貌
は
そ
の
頃
か
ら
始
ま
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
中
国
に
乗
っ
取
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
で
は
中

国
は
何
の
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
と
い
う
と
、
著
者
に
よ
る
と
中
国
が
米
国
に
替
わ
る
世
界
一
の
覇

権
国
と
な
る
た
め
に
必
要
な
味
方
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
米
国
の
同
盟
国
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
同
盟
関
係
を
解
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消
さ
せ
て
中
国
の
同
盟
国
（
周
辺
国
）
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
農
業
・
牧
畜
・
鉱
物
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
豊

富
な
の
で
、
中
国
が
経
済
的
に
覇
権
国
と
な
る
の
に
都
合
が
よ
い
し
、

地
理
的
に
は
中
国
が
太
平
洋
に
海
洋
進
出
す
る
場
合
、
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
諸
国
に
影
響
力
を
も
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
味
方
に
つ
け
る
こ

と
は
、
一
帯
一
路
計
画
の
実
現
に
も
都
合
が
よ
い
。

　

中
国
は
一
九
世
紀
半
ば
に
西
洋
列
強
諸
国
に
よ
り
無
理
や
り
開
国

さ
せ
ら
れ
て
か
ら
一
九
四
九
年
の
共
産
中
国
の
誕
生
ま
で
の
約
一
〇

〇
年
間
、
欧
米
列
強
諸
国
の
下
で
屈
辱
の
歴
史
（
百
年
の
屈
辱
）
を

歩
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
中
国
は
一
九
八
〇
年
以
降
共
産
党
一
党
独

裁
政
治
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
な
が
ら
、
共
産
主
義
経
済
一
本
槍
を
廃

し
て
資
本
主
義
経
済
を
導
入
し
て
経
済
成
長
に
成
功
し
、
世
界
の
覇

権
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
中
国
の
偉
大
な
る
復
興

の
た
め
に
は
、
長
年
の
恨
み
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
米
国
に
替
っ
て
世
界
覇
権
国
と
な
り
世
界
を

支
配
す
る
と
い
う
目
標
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
胡
錦
濤
主

席
、
習
近
平
主
席
が
登
場
し
て
か
ら
そ
の
動
き
は
強
ま
っ
た
。
そ
の

動
き
は
、
冷
戦
終
了
後
の
中
国
共
産
党
の
危
機
意
識
に
基
づ
い
て
い

た
。
つ
ま
り
、
冷
戦
終
了
後
の
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
正
当
性

が
動
揺
し
、
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
国
家
統
合
が
危
う
く

な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
同
時
に
、
国
内
の
民
主
化
の
動
き
も

強
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
反
応
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
の
共

産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
替
わ
る
も
の
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

統
合
原
理
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
過
去
の
屈
辱
の
歴
史
を
念
頭

に
、
世
界
の
覇
権
国
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
高
揚
で
あ
り
、
国
民
の
中
国
へ
の
忠
誠
を
強
く
求
め
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
中
国
の
夢
」
を
実
現
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
中
国
一
〇

〇
年
の
苦
難
の
歴
史
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
共
産
党
に
よ
る
躍
進

の
歴
史
を
美
化
・
浄
化
し
、
共
産
党
へ
の
忠
誠
強
化
教
育
（
北
京
へ

の
忠
誠
強
化
の
た
め
の
愛
国
教
育
）
が
進
め
ら
れ
た
。
共
産
主
義
中

国
史
の
美
化
の
た
め
に
日
本
に
よ
る
戦
前
の
中
国
侵
略
戦
争
と
、
残

虐
な
日
本
像
が
強
調
さ
れ
て
反
日
感
情
が
煽
ら
れ
る
と
と
も
に
、
欧

米
諸
国
に
よ
る
中
国
の
自
由
・
人
権
問
題
、
一
党
独
裁
制
へ
の
批
判

に
対
し
て
は
西
洋
リ
ベ
ラ
ル
の
価
値
観
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
価
値
相
対
主
義
を
強
調
し
た
上
で
、
中
国
共
産
党
支
配
の
価

値
正
当
性
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
帝
国
主
義
に
勝
利
し
た

共
産
党
の
栄
誉
を
称
え
る
教
育
が
盛
ん
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
革
命
は
江
沢
民
主
席
時
代
か
ら
始
ま
り
、
覇
権

国
に
な
る
に
は
米
国
の
覇
権
を
凌
駕
す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
国
内
の
中
国
人
の
教
育
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
海
外
在
住
の
中
国
人
す
べ
て
に
共
産
主
義
中
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国
国
家
へ
の
忠
誠
（
北
京
へ
の
忠
誠
）
と
協
力
を
求
め
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
孔
子
学
院
の
世
界
的
展
開
も
開
始
さ
れ

た
。
孔
子
学
院
は
海
外
在
住
の
中
国
人
へ
の
中
国
語
・
中
国
文
化
教

育
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
海
外
中
国
人
の
北
京
へ

の
忠
誠
を
高
め
る
政
治
的
目
的
も
含
ま
れ
て
い
た
。
中
国
が
覇
権
国

に
な
る
た
め
に
は
世
界
中
に
散
っ
た
移
民
や
留
学
生
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
、
さ
ら
に
は
帰
化
人
に
も
忠
誠
と
協
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
現
在
の
中
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
政

治
的
影
響
力
を
強
化
す
る
、
あ
る
い
は
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
紅
く
染
め
よ
う
と
し

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
財
界
、
学
会
の
リ
ー

ダ
ー
的
立
場
の
人
々
が
そ
の
危
険
に
気
が
付
い
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
気
が
付
い
て
い
て
も
軽
視
・
無
視
し
て
い
る
こ
と
を
憂
い
て
い
る
。

以
上
が
序
章
お
よ
び
第
一
章
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
紅
く
染
め
る
」

第
二
章
「
中
国
は
世
界
に
お
け
る
自
国
の
立
場
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
」
の
要
約
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
中
国
は
ど
の
よ
う
に
し
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
本

書
の
記
述
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
中
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
間
の
経

済
関
係
の
拡
大
と
相
互
依
存
の
強
化
を
前
提
と
し
た
上
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
各
種
の
産
業
や
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を
拡
大
し
、
陰
に

陽
に
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
中
国
は
、

当
初
、
農
業
・
牧
畜
産
品
、
鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
入
に
注

目
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
貿
易
が
拡
大
す
る
な
か
で
貿
易
品
の

安
定
的
確
保
と
価
格
安
定
の
た
め
に
、
単
に
買
う
の
で
は
な
く
、
次

第
に
、
鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
産
業
へ
の
直
接
投
資
を
増
や
し
て

共
同
企
業
の
立
ち
上
げ
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
現
地
企
業
の
買
収

に
も
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
拡
大
す
る
巨
大
人
口
の
胃
袋

を
満
た
す
た
め
と
し
て
、
農
業
・
牧
畜
産
業
の
、
現
地
巨
大
農
場
や

牧
場
の
購
入
に
手
を
付
け
始
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
買
収
は
電
力

企
業
（
発
電
・
電
力
供
給
）
に
ま
で
及
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
投
資
拡

大
は
次
第
に
中
国
企
業
の
活
動
を
顕
在
化
さ
せ
る
の
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
民
の
注
目
や
不
安
も
拡
大
す
る
。
そ
の
結
果
、
連
邦
政
府

に
よ
る
買
収
拒
否
も
増
え
て
く
る
が
、
他
方
で
、
北
部
領
土
の
ダ
ー

ウ
ィ
ン
港
の
一
部
を
中
国
企
業
が
買
収
（
長
期
租
借
）
す
る
と
い
う

事
態
も
発
生
す
る
。
貿
易
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
か
ら
の
観
光

客
や
留
学
生
、
そ
し
て
中
国
系
企
業
で
働
く
労
働
者
も
増
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
無
警
戒
に
放
置
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
経
済
的
に
中
国
に
乗
っ
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
が
出
て
く
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
ほ
ど
経
済
関
係
が
深

ま
る
と
、
す
な
わ
ち
依
存
度
が
高
ま
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
中

国
共
産
党
政
府
に
と
っ
て
言
及
さ
れ
た
く
な
い
、
あ
る
い
は
反
対
さ
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れ
た
く
な
い
事
項
に
つ
い
て
批
判
的
に
触
れ
る
場
合
に
、
中
国
政
府

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
貿
易
や
投
資
を
制
限
す
る
と
示
唆
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
対
応
を
変
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
中
国
に

と
っ
て
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
事
柄
は
、
各
種
の
中
国
国
内
の
人
権
問

題
や
自
由
の
制
限
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
新
彊
ウ

イ
グ
ル
族
抑
圧
問
題
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
（
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
の
対
話
を

含
む
）、
中
国
の
南
シ
ナ
海
南
沙
諸
島
領
有
問
題
、
香
港
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
国
家
安
全
法
に
よ
る
政
府
批
判
の
制
限
、
法
輪
功
問
題

な
ど
で
あ
る
。
中
国
政
府
は
不
買
運
動
や
輸
入
制
限
を
実
行
す
る
と

脅
し
を
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
批
判
的
意
見
を
好
意
的

な
も
の
に
し
た
り
、
中
立
的
な
立
場
を
取
ら
せ
る
か
言
及
を
抑
え
た

り
す
る
の
で
あ
る
。
民
主
主
義
国
家
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
中
国
と

の
経
済
関
係
が
深
い
企
業
や
業
界
の
圧
力
団
体
か
ら
の
要
求
に
よ
り

政
府
の
態
度
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
が
起
こ
り
や
す
い
。
他
方
で
、

相
互
依
存
の
下
で
中
国
側
に
も
損
害
が
出
る
が
、
そ
こ
は
一
党
独
裁

国
家
で
あ
り
、
経
済
的
不
満
を
抑
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
第
六
章
「
貿
易
、
投
資
、
統
制
」
に
て
中
国
と
の

経
済
関
係
の
重
要
性
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
し
ば
し
ば
大
げ
さ
に

考
え
が
ち
だ
が
、
冷
静
な
分
析
を
す
れ
ば
、
中
国
と
の
経
済
関
係
の

縮
小
分
は
他
の
国
と
の
貿
易
を
増
や
せ
ば
十
分
対
応
可
能
だ
と
す
る

研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
国
内
政
財
界
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
聞
く
耳
を
も
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

第
二
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
書
が
と
く
に
重
視
す
る
中
国
系
移

民
の
利
用
で
あ
る
。
一
般
的
に
経
済
の
相
互
依
存
が
大
き
く
な
る
と

移
民
が
増
え
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
伝
統
的
移
民
国
家
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
移
民
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
中
国
は
移
民
国
家
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
伝
統
的
移
民
送
り
出

し
国
家
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
か
つ
て
白
豪
主
義

を
実
施
し
て
有
色
人
種
の
移
民
を
制
限
し
て
い
た
が
、
そ
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
強
化
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家

と
な
る
際
に
白
豪
主
義
政
策
を
廃
止
し
、
直
後
か
ら
多
文
化
主
義
国

家
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
か
ら
の
移
民
は
大
い
に
歓
迎
す
べ

き
存
在
と
な
り
、
そ
の
移
民
入
国
者
数
は
英
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
次
ぐ
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
移
民
を
利
用
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
お
け
る
中
国
の
影
響
力
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
「
僑

務
と
華
僑
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
中
国
系
移
民
に
対
す
る
働
き
か
け
は
、

共
産
党
中
央
委
員
会
直
属
の
国
務
院
僑
務
弁
公
室
が
行
う
。
か
つ
て

中
国
共
産
党
は
海
外
華
僑
に
対
し
て
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
、
華
僑
や
海
外
に
対

す
る
態
度
を
変
更
し
、
海
外
の
中
国
人
は
す
べ
て
中
国
国
民
だ
と
し

て
、
積
極
的
に
忠
誠
と
協
力
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
重
要
な
存
在
と
な
る
の
は
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
成
功
し
金
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満
家
と
な
っ
た
も
の
の
な
か
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
成
功
し
て
金
満
家
に
な
っ
た
人
々
も
含
む
）、
国
籍

を
採
っ
た
人
々
で
あ
る
。
中
国
か
ら
の
最
近
の
移
民
た
ち
（
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
ズ
、
中
国
籍
華
僑
と
外
国
籍
華
人
）
は
、
共
産
主
義
を
嫌
っ

て
出
国
し
た
古
い
移
民
た
ち
と
異
な
り
、
中
国
の
経
済
的
躍
進
の
な

か
で
育
っ
た
者
が
多
く
、
中
国
共
産
党
政
府
に
対
し
て
批
判
的
な
意

見
を
も
つ
者
は
少
な
く
、
む
し
ろ
熱
烈
な
愛
国
者
で
あ
る
と
同
時
に
、

共
産
党
政
府
の
中
枢
と
関
係
（
コ
ネ
）
を
も
っ
て
い
る
人
々
が
多
い
。

中
国
の
資
本
主
義
は
「
縁
故
資
本
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
結
果
、
裕
福
な
中
国
系
移
民
の
な
か
に
は
積
極
的
に
、
連
邦
・

州
政
府
の
議
員
や
政
党
に
豪
ド
ル
で
十
万
・
百
万
単
位
の
政
治
献
金

を
行
う
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
中
国
に
招
待
し
歓
待
し
て
、
共
産

党
政
府
の
重
要
人
物
と
の
会
合
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
親
近
感
を
も
た
せ

て
帰
国
さ
せ
た
後
、
中
国
有
利
の
発
言
を
要
請
す
る
の
で
あ
る
。
金

満
家
た
ち
は
積
極
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
元
・
現
職
議
員
と
会
食

し
中
国
指
導
者
と
の
記
念
写
真
な
ど
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
親
し
さ

を
強
調
し
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
中
国
で
は
社
会
的
に
成
功
す
る
に

は
賄
賂
が
当
然
の
ご
と
く
必
要
だ
と
い
う
通
念
が
あ
る
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
政
治
献
金
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
賄
賂
と
政
治
献
金
の
違
い
は
曖
昧
な
こ
と
も
多
い
と
す
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
労
働
党
サ
ム
・
ダ
ス
テ
ィ

ヤ
リ
上
院
議
員
が
唐
突
に
党
の
方
針
や
政
府
の
方
針
に
反
し
て
、
中

国
の
南
シ
ナ
海
南
沙
諸
島
領
有
を
支
持
す
る
発
言
を
し
て
同
僚
や
マ

ス
コ
ミ
を
驚
か
せ
た
こ
と
か
ら
賄
賂
問
題
が
発
覚
し
た
。
ダ
ス
テ
ィ

ヤ
リ
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
労
働
党
支
部
の
献
金
受
入
れ

の
窓
口
担
当
役
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
系
移
民
献
金
者
と
次

第
に
黒
い
金
を
や
り
取
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

献
金
す
る
金
満
家
は
、
共
産
党
政
府
か
ら
の
指
示
の
下
で
行
動
し
て

い
る
と
い
う
よ
り
は
、
純
粋
に
愛
国
心
か
ら
、
政
治
家
に
影
響
を
与

え
よ
う
と
す
る
者
が
多
い
が
、
共
産
党
政
府
と
関
係
の
強
い
者
同
様

に
、
僑
務
弁
公
室
の
指
令
を
受
け
た
中
国
大
使
館
や
総
領
事
館
と
の

連
携
は
密
で
あ
り
、
そ
の
他
の
中
国
系
金
満
家
移
民
と
互
い
に
ラ
イ

バ
ル
意
識
か
ら
競
争
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
の
政
治

献
金
問
題
と
、
献
金
の
対
象
と
な
っ
た
政
治
家
に
つ
い
て
は
第
六
章

「
貿
易
、
投
資
、
統
制
」
に
詳
し
い
。
次
か
ら
次
へ
と
連
邦
首
相
経

験
者
や
大
臣
経
験
者
の
名
前
が
登
場
す
る
。
か
つ
て
は
社
会
民
主
主

義
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
家

化
を
推
進
す
る
労
働
党
の
党
役
員
・
職
員
や
議
員
の
名
前
が
多
い
が
、

共
産
主
義
に
警
戒
的
な
雰
囲
気
の
残
る
保
守
連
合
政
府
の
議
員
や
党

職
員
・
役
員
の
名
前
も
登
場
し
、
評
者
に
と
り
懐
か
し
い
名
前
が

続
々
と
登
場
す
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
人
々
は
親
中
派
（
チ
ャ
イ
ナ

ロ
ビ
ー
）
を
形
成
す
る
（
第
四
章
「
黒
い
カ
ネ
」）。
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こ
の
人
々
の
な
か
で
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
と
く
に
注
目
し
て
い
る
の
が

ボ
ブ
・
カ
ー
で
あ
る
。
カ
ー
は
、
元
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

首
相
や
連
邦
上
院
議
員
・
外
務
貿
易
大
臣
を
経
験
し
た
人
物
で
あ
る

（
第
五
章
「
北
京
ボ
ブ
」）。
彼
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
労

働
党
へ
の
中
国
系
移
民
金
満
家
か
ら
の
献
金
を
受
け
入
れ
て
い
る
う

ち
に
、
中
国
と
の
経
済
関
係
の
強
化
と
中
国
共
産
党
政
権
の
政
策
批

判
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
連
邦
議
会
へ
移
行
す
る
際

に
も
大
き
な
支
援
を
受
け
て
い
る
。
ギ
ラ
ー
ド
労
働
党
連
邦
政
府
の

外
務
大
臣
を
務
め
て
い
る
間
は
中
国
寄
り
の
ス
タ
ン
ス
を
取
り
続
け
、

議
員
辞
職
後
は
、
シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
の
豪
中
関
係
研
究
所
の
所
長

に
就
任
し
て
い
る
。
豪
中
関
係
研
究
所
は
、
そ
れ
ま
で
カ
ー
を
支
援

し
て
い
た
中
国
系
金
満
家
の
黄
周
墨
が
二
〇
〇
万
ド
ル
を
大
学
に
寄

贈
し
て
、
自
ら
が
理
事
の
一
人
と
な
る
と
と
も
に
、
カ
ー
を
名
指
し

て
所
長
に
任
命
し
た
の
で
あ
る
。
常
に
中
国
寄
り
の
言
動
を
し
て
き

た
政
治
家
で
あ
る
と
は
い
え
、
研
究
者
で
は
な
い
人
物
が
所
長
に
選

ば
れ
て
い
る
の
が
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ

と
と
は
い
え
）
可
笑
し
な
と
こ
ろ
だ
が
、
副
所
長
は
中
国
寄
り
の
研

究
を
し
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
中
国
研
究
者
が
任
命
さ
れ
た
。

　

研
究
所
は
中
国
系
移
住
者
の
研
究
者
を
中
心
に
、
中
国
寄
り
の
調

査
研
究
・
政
策
提
言
活
動
を
行
っ
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
一
度

も
中
国
政
府
対
し
て
批
判
的
な
研
究
や
報
告
書
を
発
表
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
研
究
所
に
問
う
と
、
研
究
所
は
批
判
的
研
究
者
を

呼
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
数
は
少
な
い
が
行
っ
て
お
り
、
中
立
な
姿
勢

を
強
調
し
た
。
ボ
ブ
・
カ
ー
の
ス
タ
ン
ス
を
さ
す
が
に
メ
デ
ィ
ア
が

批
判
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
カ
ー
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア

の
中
国
関
連
報
道
の
姿
勢
の
背
景
に
人
種
差
別
意
識
や
外
国
人
恐
怖

症
が
あ
る
と
盛
ん
に
反
論
し
た
。
中
国
系
移
民
金
満
家
と
ボ
ブ
・

カ
ー
の
よ
う
な
関
係
は
労
働
党
だ
け
で
は
な
く
保
守
系
の
自
由
党
の

政
治
家
と
の
間
に
も
み
ら
れ
る
（
本
書
で
頻
繁
に
登
場
す
る
保
守
系

の
代
表
は
元
外
務
貿
易
相
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
ブ
で
あ
る
）。
ハ

ミ
ル
ト
ン
が
懸
念
す
る
の
は
、
ボ
ブ
・
カ
ー
や
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ

ブ
等
の
古
い
世
代
の
偏
向
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

や
政
治
家
に
中
国
シ
ン
パ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

人
々
は
天
安
門
以
前
の
中
国
の
こ
と
を
歴
史
的
な
事
象
と
し
て
し
か

知
ら
ず
、
中
国
へ
の
無
批
判
的
な
親
近
感
が
強
く
、
第
二
、
第
三
の

ボ
ブ
・
カ
ー
や
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
ブ
（
後
に
言
及
す
る
ピ
ー

タ
ー
・
ド
ラ
イ
ズ
デ
ー
ル
も
含
む
）
が
育
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
こ
の
な
か
に
は
単
な
る
親
中
派
以
上
で
重
要
な
情
報

を
売
る
よ
う
な
内
応
者
（
第
五
列
）
も
い
る
と
批
判
を
強
め
る
（
第

七
章
「
誘
惑
と
強
要
」）。

　

こ
う
し
た
金
満
家
の
活
動
は
、
政
治
家
だ
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
中
国
へ
の
批
判
的
姿
勢
を
も
つ
大
学
教
員
・
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研
究
者
の
態
度
を
変
え
る
た
め
や
、
あ
る
い
は
親
中
国
的
な
意
見
を

も
つ
学
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
影
響
力
を
強
め
よ
う
と
す
る
こ
と

も
多
い
。
こ
の
た
め
に
は
政
治
家
や
政
党
へ
の
献
金
と
同
様
に
研
究

資
金
の
援
助
、
共
同
研
究
の
勧
誘
な
ど
の
手
段
が
よ
く
使
わ
れ
る
。

新
自
由
主
義
時
代
の
大
学
は
政
府
か
ら
の
研
究
資
金
は
公
立
大
学
に

お
い
て
も
減
少
し
、
自
ら
の
実
力
で
集
め
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い

し
、
業
績
の
多
寡
が
資
金
集
め
に
も
影
響
す
る
の
で
、
学
者
も
研
究

者
も
研
究
・
調
査
資
金
の
調
達
に
は
四
苦
八
苦
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
大
学
の
中
国
研
究
者
や
中
国
研
究
所
の
研
究
者
は
、
中
国
人
金

満
家
の
寄
付
や
資
金
助
成
に
引
き
付
け
ら
れ
や
す
い
。
そ
の
際
に
中

国
の
大
学
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
な
ど
を
打
診
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
が
、
そ
の
研
究
者
が
中
国
政
府
と
の
関
係
が
強
い
者
も
多
く
、
研

究
の
結
論
が
中
国
政
府
に
都
合
の
よ
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
り
す
る

場
合
が
多
い
。

　

そ
の
代
表
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
国
立
大
学
（
Ａ
Ｎ
Ｕ
）
の

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
イ
ズ
デ
ー
ル
教
授
を
槍
玉
に
挙
げ
て
い
る
。
中
国

と
の
経
済
関
係
の
強
化
を
推
奨
す
る
報
告
書
を
刊
行
し
た
研
究
者
だ

が
、
中
国
の
人
権
問
題
や
一
党
独
裁
問
題
、
南
沙
諸
島
問
題
を
例
示

し
て
批
判
す
る
も
の
を
批
判
し
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
問
題
に
拘
泥

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
先
行
き
に
不
安
を
与
え
よ
う
と
す
る

こ
と
こ
そ
、
人
種
差
別
的
で
あ
り
、
ま
た
外
国
人
恐
怖
症
に
憑
か
れ

て
い
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
怒
り
大
い
に
批
判

す
る
。
ド
ラ
イ
ズ
デ
ー
ル
教
授
は
長
い
間
日
豪
経
済
関
係
を
中
心
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
論
じ
て
長
ら

く
国
立
大
学
の
豪
日
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
指
導
的
な
立
場
に

あ
っ
た
人
だ
が
、
最
近
は
日
本
か
ら
中
国
に
乗
り
換
え
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
背
景
に
は
日
本
政
府
か
ら
の
研
究
資
金
の
減
少
が
あ
る
。

金
の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
大
学
や
研
究
所
で
中
国
人
か
ら
資
金
を
得
て
、

中
国
共
産
党
政
府
の
代
弁
者
と
な
っ
た
研
究
所
と
そ
の
所
長
の
こ
と

を
他
に
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
問
題
は
中
国
研
究
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
厄
介
な
の
が
、
医
学
部
・
理
工
学
部
や
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
な
ど
の

自
然
科
学
研
究
所
な
ど
に
も
触
手
が
伸
び
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

ち
ら
が
厄
介
な
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
者
に
よ
る
重
要
な
科

学
研
究
成
果
が
、
中
国
側
に
垂
れ
流
し
に
な
る
と
い
う
危
険
が
あ
る

か
ら
だ
。
共
同
研
究
の
相
手
が
中
国
の
人
民
解
放
軍
と
強
い
関
係
を

も
つ
人
物
で
あ
る
場
合
や
、
そ
う
し
た
大
学
に
所
属
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
、
危
険
は
た
し
か
な
も
の
だ
と
い
う
。
既
に
多
く
の
中
国
系

科
学
者
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
理
工
学
部
の
学
部
長
や
学
科

長
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
者
や
大
学
院
生
に
も
中
国
人
留
学
生
が
多
い
の
も
、

中
国
人
金
満
家
に
よ
る
多
額
の
資
金
援
助
が
影
響
し
て
い
る
。
中
国
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系
マ
ネ
ー
で
は
中
国
人
研
究
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
優
先
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
中
国
政
府
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
へ

の
不
安
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
に
、
大
学
は
い
つ
も
研
究
の
機
密
性
と
中
立
性
は
十
分
守
ら
れ
て

い
る
と
し
て
、
共
同
研
究
や
中
国
人
中
心
の
人
事
を
擁
護
す
る
こ
と

が
多
い
の
は
、
中
国
マ
ネ
ー
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
批
判
す
る
（
第
九
章
「『
悪
意
あ
る
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
』
と
科
学
機
関
」）。

　

中
国
系
移
民
金
満
家
の
活
動
は
、
政
治
家
・
学
者
だ
け
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
で
は
な
い
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
も
重
要
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
頻
繁
に
引
用
す
る
二
〇
〇
八
年
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
お
け
る
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ

る
日
に
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
留
学
生
や
移
民
・
難
民
に
よ
る
聖
火
リ

レ
ー
反
対
デ
モ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
察
知
し
た
中
国
人
留
学

生
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
よ
り
集
合
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
る

デ
モ
を
制
圧
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
金
満
家
か

ら
全
国
の
大
学
に
あ
る
中
国
系
学
生
団
体
（
相
互
扶
助
・
自
治
・
交

流
団
体
）
へ
旅
費
と
宿
泊
費
が
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。
最
近
の
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
中
国
系
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
移

民
と
同
様
に
中
国
愛
国
教
育
を
受
け
た
者
た
ち
な
の
で
中
国
へ
の
愛

国
心
・
忠
誠
心
が
強
く
、
大
使
館
や
総
領
事
館
の
僑
務
弁
公
室
を
通

し
て
の
動
員
に
積
極
的
に
反
応
し
や
す
い
。
そ
の
結
果
、
中
国
政
府

に
批
判
的
な
授
業
や
試
験
を
課
す
大
学
の
教
員
へ
の
抗
議
デ
モ
や
批

判
活
動
も
盛
ん
で
あ
り
、
気
の
弱
い
教
員
の
な
か
に
は
授
業
が
で
き

な
く
な
る
者
も
い
る
。
中
国
政
府
批
判
を
す
る
連
邦
・
州
政
府
に
対

す
る
反
対
デ
モ
な
ど
も
頻
発
し
て
い
る
が
、
学
生
団
体
に
金
銭
的
支

援
が
中
国
政
府
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
、

中
国
系
学
生
に
よ
る
学
生
団
体
を
禁
止
し
た
大
学
も
あ
る
（
第
一
〇

章
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
『
魂
に
工
作
す
る
』」）。

　

中
国
政
府
は
留
学
生
を
利
用
し
て
、
大
学
教
員
の
研
究
に
影
響
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
系
留
学
生
だ
け
で
は
な

く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
中
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
学
生

の
な
か
の
民
主
派
と
思
わ
れ
る
者
で
政
府
批
判
を
行
う
人
々
を
特
定

す
る
た
め
の
ス
パ
イ
活
動
を
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
留
学
生
の
数
は

多
い
し
、
留
学
中
に
民
主
派
に
な
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
中
国

政
府
は
、
中
国
系
留
学
生
の
留
守
家
族
を
人
質
に
取
っ
て
協
力
す
る

よ
う
に
強
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。
厄
介
な
こ
と
に
こ
う
し
た
活
動
は
、

留
学
生
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
中
国
系
移
民
に
も
及
ん
で
い
る
。
ハ

ミ
ル
ト
ン
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
中
国
は
昔
な
が
ら
の
ス
パ
イ
活

動
は
盛
ん
に
や
っ
て
い
る
が
、
最
近
で
は
一
般
人
や
中
国
人
移
民
系

住
民
を
ス
パ
イ
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
情
報
収
集
を
盛
ん
に
行
わ

せ
て
い
る
（
第
八
章
「
新
旧
の
ス
パ
イ
」）。
そ
れ
は
と
も
か
く
も
中
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国
政
府
は
、
中
国
系
留
学
生
や
移
民
に
対
し
て
反
中
国
的
な
言
動
を

す
る
同
胞
中
国
系
移
民
や
留
学
生
だ
け
で
な
く
、
古
い
中
国
系
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
活
動
に
も
注
意
を
払
う
。
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
ズ
や

そ
の
子
孫
は
、
中
国
よ
り
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
帰
属
心
が
強
く

忠
誠
も
強
く
、
反
中
国
的
な
態
度
を
も
つ
者
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な

人
々
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
議
論
を
支
持
す
る
傾
向
が
強
く
、
中
国
政
府

に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
露
骨
な
干
渉
を
危
惧
し
、
中
国
的
価

値
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値
を
重
視
せ
よ
と
運
動
す
る
も
の
も

多
い
。
た
だ
近
年
で
は
、
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
ズ
の
団
体
や
組
織
に
も

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
の
影
響
が
浸
透
し
、
中
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

は
、
新
来
の
中
国
系
移
民
の
増
加
と
中
国
共
産
党
の
文
化
的
影
響
に

も
大
い
に
懸
念
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー

ズ
の
中
国
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
な
か
に
は
、
ア
ジ
ア
人
（
中
国

人
と
ム
ス
リ
ム
系
移
民
）
の
移
住
制
限
を
求
め
る
ポ
ー
リ
ン
・
ハ
ン

ソ
ン
・
ワ
ン
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
党
（
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
）
を
支
持
す
る
も
の

も
い
る
（
第
三
章
「
僑
務
と
華
僑
」）。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
中
国
政
府
は
中
国
語
と
中
国
文
化
を
海
外

在
住
中
国
人
の
子
女
に
教
育
す
る
た
め
と
し
て
「
孔
子
学
院
」
を
世

界
的
に
普
及
し
始
め
た
が
、
そ
れ
は
現
地
の
学
校
に
多
額
の
寄
付
と

と
も
に
寄
贈
さ
れ
、
現
地
の
人
々
へ
の
中
国
文
化
、
中
国
語
を
教
え

る
だ
け
で
な
く
、
中
国
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
も
背
景
で
行
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
多
文
化
主

義
の
も
と
（
ア
ジ
ア
言
語
中
心
の
）
多
言
語
教
育
が
推
進
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
孔
子
学
院
を
受

け
入
れ
た
学
校
当
局
の
発
言
は
中
国
政
府
寄
り
に
な
る
と
い
う
傾
向

も
み
ら
れ
始
め
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
芸
術
交
流
面
で
も
生
じ
て
い

る
。
豪
中
芸
術
交
流
に
お
い
て
も
中
国
マ
ネ
ー
が
浸
透
し
、
反
中
国

的
な
発
言
を
す
る
芸
術
家
の
参
加
や
訪
中
が
阻
止
さ
れ
た
り
、
逆
に

親
中
国
的
な
中
国
人
芸
術
家
の
訪
豪
が
促
進
さ
れ
て
い
る
（
第
一
一

章
「
文
化
戦
争
」）。

　

以
上
の
要
約
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
中
国
の
影
響
が
急
拡
大

し
、
経
済
面
だ
け
で
な
く
政
治
面
、
学
術
・
研
究
面
、
文
化
面
に
お

い
て
乗
っ
取
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
の
中
身
が

は
っ
き
り
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
イ

ナ
ロ
ビ
ー
の
成
立
と
拡
大
は
い
つ
か
ら
誰
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た

の
か
が
次
に
議
論
さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇

年
代
半
ば
に
か
け
て
の
ボ
ブ
・
ホ
ー
ク
お
よ
び
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
労
働

党
政
権
首
相
の
急
激
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
家
化

に
あ
る
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
い
う
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
ボ
ブ
・
ホ
ー
ク

首
相
が
天
安
門
事
件
の
際
に
、
帰
国
で
き
な
く
な
っ
た
民
主
派
中
国

人
滞
在
者
や
留
学
生
に
対
し
て
、
彼
ら
彼
女
ら
が
本
当
に
民
主
派
な

の
か
ど
う
か
十
分
調
査
せ
ず
に
永
住
ビ
ザ
を
乱
発
し
、
多
く
の
中
国
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人
留
学
生
の
滞
在
を
許
可
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
人
留
学
生
が
激
増

す
る
が
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
民
主
派
中
国
人
留
学
生
や
滞
在
者

は
少
数
に
過
ぎ
ず
、
む
し
ろ
親
中
国
共
産
党
政
府
派
の
人
物
が
多
く
、

こ
れ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
中
国
人
の
飛
び
地
が
で
き
る
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。

　

キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
経
済
面
で
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
家
化
に
積

極
的
で
、
一
九
九
五
年
に
は
、
多
文
化
主
義
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
、
英
国
と
の
歴
史
的
関
係
を
切
り
共
和
国
と
な
る
よ
う
国
民
投
票

を
提
案
し
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
動
揺
さ
せ
た
人
物
だ
が
、

こ
れ
以
降
、
ハ
ワ
ー
ド
自
由
党
・
地
方
党
連
合
政
権
、
ラ
ッ
ド
お
よ

び
ギ
ラ
ー
ド
労
働
党
政
権
、
ア
ボ
ッ
ト
お
よ
び
タ
ー
ン
ブ
ル
連
立
政

権
は
首
尾
一
貫
し
て
対
中
国
関
係
強
化
に
突
き
進
ん
で
お
り
、
歴
代

の
首
相
経
験
者
の
多
く
が
政
界
引
退
後
、
中
国
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ベ

ラ
に
お
け
る
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
な
っ
て
活
動
し
、
中
国
と
の
経
済
拡
大

の
た
め
に
は
、
中
国
政
府
の
人
権
問
題
な
ど
に
は
目
を
つ
ぶ
る
と
い

う
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
批
判
者
に
対
し
て

は
、
多
文
化
主
義
時
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
い
つ
ま
で
も
白
豪

主
義
時
代
の
人
種
差
別
を
引
き
ず
る
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
恐
怖
症

に
憑
か
れ
て
い
る
の
は
よ
く
な
い
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
元
首
相
の
な
か
で
は
ギ
ラ
ー
ド
の
み
が
、

チ
ャ
イ
ナ
ロ
ビ
ー
に
加
わ
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
結
果
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
い
つ
の
間
に
か
自
由
と
主
権
を
失
う
危
険
に

陥
っ
た
の
だ
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
批
判
し
て
論
を
閉
じ
る
（
第
一
二
章

「
中
国
の
友
人
：
親
中
派
」、
第
一
三
章
「
自
由
の
価
格
」）。

評　

価

　

評
者
が
本
書
を
読
ん
だ
の
は
、
多
文
化
主
義
が
中
国
に
悪
用
さ
れ

て
い
る
と
の
記
述
が
一
八
頁
に
あ
り
、
気
に
な
っ
た
の
で
読
ん
だ
だ

け
な
の
で
、
本
書
を
十
分
評
価
で
き
る
立
場
に
は
な
い
。
た
だ
、
歴

史
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
人
に
乗
っ
取
ら
れ
る
と
い
う
議

論
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
最
初
の
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
半
ば
の
中
国

人
金
鉱
夫
・
労
働
者
増
大
に
よ
る
乗
っ
取
り
不
安
で
あ
る
。
そ
れ
は

白
豪
主
義
連
邦
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
生
ん
だ
。
そ
の
後
、
帝
国

日
本
の
南
進
政
策
へ
の
不
安
か
ら
日
本
に
乗
っ
取
ら
れ
る
と
い
う
議

論
に
な
り
白
豪
主
義
強
化
に
つ
な
が
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、

日
豪
経
済
関
係
が
急
拡
大
し
、
日
本
の
企
業
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
や
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
不
動
産
購
入
の
活

発
化
や
、
日
本
政
府
に
よ
る
Ｍ
Ｆ
Ｐ
計
画
の
提
案
が
出
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
不
安
を
呼
び
、
日
本
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
乗
っ

取
り
論
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
吹
き
荒
れ
た
。
Ｍ
Ｆ
Ｐ
と
は
日
本

の
「
つ
く
ば
市
筑
波
研
究
学
園
都
市
」
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
版
で
あ

る
。
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
議
論
は
沈
静
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化
し
た
が
、
ポ
ー
リ
ン
・
ハ
ン
ソ
ン
登
場
の
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
ム
ス
リ
ム
系
移
民
が
急
増
し
た
の
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
乗
っ
取
り
論
が
息
を
吹
き
返
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
ハ

ン
ソ
ン
と
ワ
ン
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
党
の
復
活
を
生
ん
だ
。
最
近
の
も
の

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
多
文
化
主
義
批
判
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

台
頭
を
生
ん
だ
の
で
注
目
し
て
い
た
が
、
中
国
人
に
よ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
乗
っ
取
り
論
に
は
あ
ま
り
関
心
を
向
け
な
か
っ
た
。

　

そ
の
理
由
は
簡
単
で
あ
る
。
評
者
自
身
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
の
推
進
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
国
家
化
論
に
与
す
る
立
場
に
い
た
か
ら
だ
（
と
い
っ
て

も
中
国
政
府
か
ら
の
接
触
は
全
く
な
い
の
だ
が
）。
と
は
い
え
、
今

回
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
議
論
を
読
ん
で
驚
い
た
の
は
、
そ
の
動
き

が
随
分
と
極
端
に
な
り
、
か
つ
て
中
国
の
人
権
問
題
に
批
判
的
で

あ
っ
た
人
物
が
私
的
公
的
な
経
済
的
利
益
の
た
め
大
き
く
意
見
を
変

え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ブ
・
カ
ー
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
首
相
時
代
に
ム
ス
リ
ム
系
移
民
若
者
の
テ
ロ
活
動
に
対
し
て
、

そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値
に
基
づ
か
な
い
「
非
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
（U

n-A
ustralian

）
的
行
為
」
だ
と
、
強
く
批
判
し
て
い
た

人
物
だ
が
、
今
で
は
、
中
国
の
人
権
問
題
に
目
を
つ
ぶ
り
、
人
権
と

自
由
の
価
値
を
大
事
に
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
的
価
値
を
軽
視
し
て

い
る
の
に
は
び
っ
く
り
で
あ
る
。
た
だ
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
国

家
化
に
努
力
す
る
と
と
も
に
多
文
化
主
義
を
支
持
し
て
い
た
人
々
は
、

移
民
の
文
化
・
価
値
を
人
権
擁
護
と
文
化
の
自
由
の
観
点
か
ら
推
進

し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
々
が
経
済
的
利
益
に
目
が

く
ら
ん
で
人
権
重
視
の
立
場
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
み
る

の
は
辛
い
。
理
想
論
よ
り
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
立
場
を
優
先
せ
よ

と
し
た
の
は
ハ
ワ
ー
ド
首
相
だ
が
、
新
自
由
主
義
経
済
論
の
行
き
過

ぎ
の
結
果
だ
と
い
え
よ
う
。

　

近
年
た
し
か
に
、
新
来
の
中
国
系
移
民
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
界

へ
の
進
出
が
目
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
裏
に
は
中
国
政
府
の
陰
謀
が

隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
議
論
だ
が
、
本
気
で
中

国
政
府
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
乗
っ
取
り
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
白

人
入
植
以
前
の
時
代
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
の
ア
ジ

ア
（
中
国
系
商
人
含
む
）
の
人
々
が
海
鼠
漁
の
た
め
に
定
期
的
に
大

陸
に
往
来
し
て
お
り
、
彼
ら
が
大
陸
を
発
見
し
た
と
い
っ
て
よ
い
な

ら
ば
、
南
沙
諸
島
同
様
に
大
陸
も
中
国
の
領
土
だ
と
主
張
し
始
め
る

か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
、
多
文
化
主
義
時
代
に
お

け
る
白
人
中
心
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
の
見
直
し
が
進
む
な
か
で
、

中
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
に
お
け
る
中
国
系
移
民
の
役
割
の
見
直

し
を
勝
手
に
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
か
ら
、
い
つ
か
そ
の
よ
う
な

議
論
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
香
港
に
対
す
る
民
主
主
義
や
自
由
・
人
権
無
視
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の
中
国
政
府
の
や
り
よ
う
を
み
る
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
心
配
も
理
解
で

き
よ
う
。
む
し
ろ
自
由
・
人
権
等
の
概
念
へ
の
剝
き
出
し
の
敵
意
は
、

共
産
党
政
権
の
脆
弱
さ
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
チ
ャ
イ
ナ
ロ
ビ
ー
と
そ
の
取

り
巻
き
の
極
端
な
議
論
は
た
し
か
に
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
や
は

り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
は
、
流
刑
植
民
地
時
代
よ
り
大
国
依
存

の
歴
史
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
中
国
と
い
う
大
国
へ
の
依
存

へ
の
第
一
歩
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
し
詳
し
く
い
う
と
、

当
初
は
宗
主
国
英
国
へ
の
依
存
か
ら
始
ま
り
、
第
二
次
大
戦
前
後
か

ら
の
米
国
依
存
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
日
本
依
存
と
い
う
歴
史
の

変
遷
を
み
る
と
、
現
在
の
日
本
か
ら
中
国
へ
の
依
存
の
変
遷
は
一
極

集
中
依
存
の
長
い
歴
史
の
一
部
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
を
顧
み
る
と
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
不
安
も
理
解
で
き
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
大
国
依
存
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
乗
っ
取
り
論
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
史
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
よ
う
な

議
論
が
登
場
し
た
と
し
て
も
、
お
か
し
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

読
ん
で
み
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
何
や
ら
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
理
解
で
き
た
。
本
書
の
議
論
は
ポ
ー
リ
ン
・
ハ
ン
ソ
ン
の
か
つ

て
の
中
国
乗
っ
取
り
論
の
稚
拙
な
議
論
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。

中
国
の
侵
略
に
つ
い
て
評
者
は
諾
否
に
つ
い
て
何
と
も
言
え
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
中
国
に
よ
る
経
済
的
利
益
に
目
が
く
ら
ん
で
い
る
人

び
と
が
目
を
覚
ま
さ
な
い
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
心
配
は
実
現
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
の
危
惧
を
多
少
も
つ
。
か
つ
て
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の

日
豪
会
議
に
参
加
し
て
い
た
時
、
日
本
側
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
参
加
者
の

な
か
に
は
、
盛
ん
に
中
国
侵
略
論
を
唱
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

の
脇
が
甘
い
と
評
者
に
耳
打
ち
す
る
人
も
い
た
。
こ
れ
は
、
日
豪
関

係
よ
り
も
豪
中
関
係
強
化
に
急
ぐ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
へ
の

牽
制
球
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
手
の
予
言
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

側
か
ら
も
つ
い
に
出
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
急
速
な

経
済
進
出
に
対
す
る
不
安
は
こ
こ
数
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

燻
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
二
〇
二
〇
年
の

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
結
果
で
も
あ
る
。
と
く
に
、
モ
リ
ソ
ン
連
邦
首
相
が

米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
同
調
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
中
国
の
コ
ロ
ナ
隠

蔽
問
題
の
調
査
を
申
し
立
て
て
以
後
、
中
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
の
輸
入
品
へ
の
制
裁
・
制
限
に
よ
る
貿
易
紛
争
は
今
も
続
い
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
中
国
政
府
を
巡
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
の

中
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
内
紛
を
起
こ
し
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

最
後
に
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
多
文
化
主
義
を
標
榜
し
て
き
た
チ
ャ
イ

ナ
ロ
ビ
ー
の
行
動
が
中
国
に
利
用
さ
れ
た
上
に
多
文
化
主
義
が
中
国

文
化
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
進
出
に
利
用
さ
れ
た
と
し
て
は
い
る
が
、
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だ
か
ら
と
い
っ
て
性
急
に
多
文
化
主
義
そ
の
も
の
を
明
確
に
は
否
定

し
て
い
な
い
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
か
つ
て
緑
の
党
の
一
候
補
と
し

て
活
動
し
た
経
験
の
あ
る
人
物
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
を

読
ん
で
い
て
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
の
議
論
を
思
い
出
し
た
。
中
国
の
経

済
生
活
、
教
育
水
準
は
上
が
っ
た
も
の
の
、
中
国
の
人
々
の
価
値
観

は
物
質
主
義
的
な
ま
ま
な
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
静

か
な
る
革
命
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
ハ
ミ
ル
ト

ン
は
本
書
執
筆
後
に
中
国
侵
略
は
英
国
、
米
国
、
日
本
に
も
お
よ
ん

で
い
る
と
い
う
本
を
編
纂
し
て
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
本
も
日
本
で

売
れ
て
い
る
ら
し
く
、
日
本
で
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
議
論
を
解
説
す
る

本
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
本
書
に
対
す
る

評
価
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
交
研
究
者
の
間
で
は
高
く
な
い
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
産
業
は
輸
出

先
の
多
角
化
を
急
い
で
い
る
。
日
本
と
の
関
係
再
強
化
が
進
む
と
よ

い
の
で
は
と
思
う
。

�
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